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2.5.3 戯論と表現（abhidhāna） . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 64
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［2013］ “On the Digressions of the Prajñāprad̄ıpa, with a Reevaluation of Its Chinese Trans-

lation,” JIBS 61-3, pp.1182–1188.

Apte, Vaman Shivaram

［1957］ The Practical Sanskrit-English Dictionary Revised & Enlarged Edition, Poona.

Reprint Rinsen Book Co., Kyoto, 1978.

Bernhard, Franz
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［1981］ “Buddhapālita on emptiness,” Indo-Iranian Journal 23-3, pp.187–217.

［1982］ Nagarjuniana: Studies in the Writings and Philosophy of Nāgārjuna, Akademisk
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de la version tibétaine, Adrien-Maisonneuve, Paris.

Monier, Williams

［1899］ A Sanskrit-English Dictionary, Oxford University Press, Oxford.

Negi, J. S.

［1993–2005］Tibetan-Sanskrit Dictionary. 16 vols, Central Institute of Higher Tibetan Studies,

Sarnath/Varanasi.



216 参考文献

Niisaku, Yoshiaki
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［2013］ “The Circulation of the Buddhāvatam. saka in India,” ARIRIAB 16, pp.193–216.

Staël-Holstein, A. von
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文化』229, pp.86–60.

川合 務
［1980a］「東洋文庫所蔵・写本チベット訳『八千頌般若経』について」,『印度学仏教学研究』28-2,

pp.658–659.

［1980b］「写本チベット訳『八千頌般若経』の翻訳年代について」, 『印度学仏教学研究』29-1,

pp.388–386.

岸根 敏幸
［2001a］『チャンドラキールティの中観思想』, 大東出版社, 東京.

［2001b］「『プラサンナパダー』第 24章「聖なる真理の考究」校訂テキスト (1)」, 『福岡大学人文
論叢』33-2, pp.1003–1024.

［2001c］ 「『プラサンナパダー』第 24章「聖なる真理の考究」校訂テキスト (2)」, 『福岡大学人文
論叢』33-3, pp.1761–1782.

［2002］ 「『プラサンナパダー』第 24章「聖なる真理の考究」校訂テキスト (3)」, 『福岡大学人文
論叢』34-1, pp.197–232.

三枝 充悳
［1985］ 『中論偈頌総覧』, 第三文明社, 東京.

斎藤 明



参考文献 223

［1987a］「『根本中論』テクスト考」, 高崎直道博士還暦記念論集『インド学仏教学論集』, 春秋社,

東京, pp.764–753.

［1987b］「『根本中論』チベット語訳批判」,『仏教研究の諸問題』, 山喜房佛書林, 東京, pp.246–221.

［1988］ 「＜初期＞中観派とブッダパーリタ」, 『仏教学』24, pp.29–51.

［1991］ 「ナーガールジュナにおける自我とニルヴァーナ」, 前田専学先生還暦記念『我の思想』,
春秋社, 東京, pp.181–196.

［1998］ 「空と言葉 —『中論』第二十四章・第七偈の解釈をめぐって—」, 『宗教研究』72-1,

pp.27–52.

［1999］ 「バーヴィヴェーカの勝義解釈とその思想的背景」, 『論集』9, pp.66–81.

［2000］ 「バヴィアの規定する madhyamaka とその解釈をめぐって」, 加藤純章博士還暦記念論集
『アビダルマ仏教とインド思想』, 春秋社, 東京, pp.267–279.

［2003a］「『無畏論』の著者と成立をめぐる諸問題」, 『印度学仏教学研究』51-2, pp.869–863.

［2003b］「『大智度論』所引の『中論』頌考」, 『東洋文化研究所紀要』143, pp.224–189.

［2010］ 「二諦と三性 —インド中観・瑜伽行両学派の論争とその背景—」, 『印度哲学仏教学』25,

pp.348–335.

［2011］ 「新出『中論頌』の系統をめぐって」, 『印度学仏教学研究』59-2, pp.964–956.

［2012］ 「中観思想の成立と展開 —ナーガールジュナの位置づけを中心として—」, シリーズ大乗
仏教 6『空と中観』, 春秋社, 東京, pp.3–42.

榊 亮三郎
［1916］ 『梵蔵漢和四訳対校 翻訳名義大集』, 鈴木学術財団, 東京. repr. 臨川書店, 京都, 1998

庄司 史生
［2009］ 「チベット語訳『八千頌般若波羅蜜多』の系統分類とその基準」, 『仏教史学研究』52-1,

pp.1–22.

［2010］ 「『プラサンナパダー』に引用される『八千頌般若経』」,『宗教研究』83-4, pp.1514–1515.

［2011］ 「梵文『八千頌般若経』の異本」, 仲澤浩祐博士古稀記念論文集『インド仏教史仏教学論
叢』, 山喜房佛書林, 東京, pp.159–176.

［2014］ 「チベットに伝えられる三種の『八千頌般若』について」, 『印度学仏教学研究』63-1,

pp.460–455.

大正大学綜合佛教研究所
［2001］ 『チベット・ウメ字転写梵文写本集成影印版』, 大正大学綜合佛教研究所, 東京.

［2004］ 『『維摩経』『智光明荘厳経』解説』, 大正大学綜合佛教研究所, 東京.

高崎 直道
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論文の内容の要旨

論文題目 『プラサンナパダー』第 18章
「我（アートマン）の考察」の研究

氏　　名　 新作　慶明

ナーガールジュナ（Nāgārjuna）作『中論頌』（Mūlamadhyamakakārikā、MMK）の注釈書であ
るチャンドラキールティ（Candrak̄ırti）作『プラサンナパダー』（Prasannapadā、PsP）は、MMK

諸注釈書のなかで現在唯一完本の形でサンスクリット原典の参照が可能なテキストであり、MMK

の詳細な議論を明らかにするために不可欠である。本研究は、分別（vikalpa）、戯論（prapañca）、
法性（dharmatā）、真実の特徴（tattvasya laks.an. a）などが説かれる、PsPのなかでも最重要章の
一つと目される第 18章「我（アートマン）の考察」の研究である。

本論文は II部構成をとる。
第 I部は本論であり、第 1章序論、第 2章『プラサンナパダー』第 18章の文献学的研究、第 3

章『プラサンナパダー』第 18章の思想研究、第 4章結論からなる。

第 I部第 1章においては、PsP校訂本の問題点や先行研究、および関連文献の近年の研究状況に
ついて、最新の研究を中心に概観した。

第 2章においては、第 II部の校訂テキスト作成過程で明らかとなった文献学的問題について考
察を加えた。
第 1節では、議論の背景となるMMK、および PsPチベット語訳の翻訳経緯について先行研究
を概観した。
第 2節では、MMK、およびMMK諸注釈における第 18章の章題について考察を加えた。第 18

章の章題は、PsPサンスクリットテキスト（Skt）およびチベット語訳（Tib）において「我の考
察」、一方、『無畏論』、『仏護注』（BP）、Prajñāprad̄ıpa（PP）、Prajñāprad̄ıpat. ı̄kā（PPT.）におい
て「我と法の考察」と異なる章題が見られることが知られている。本研究では、PPにおいて「我
と法の考察」という章題が第 18章末にだけ見られ、また、PPの本文において「我の考察」と第
18章のことを指す用例があることを確認し、「我と法の考察」という章題は PPT.の影響である可
能性を指摘した。
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第 3節では、PsP第 18章に引用されるMMK、『八千頌般若経』（As.t.asāhasrikāprajñāpāramitā、
As.t.a）、『四百論』（Catuh. śataka、CŚ）とそれらのオリジナルとの異同について考察を加えた。

3.1では、近年新たに同定された新出『中論頌』のサンスクリット写本（MMK Ms.）と PsP第
18章に引用されるMMKとを比較すると、第 2偈と第 8偈において異なるテキストが見られる点
について再考した。第 2偈における「我所」のテキストが、MMK Ms.では “ātman̄ıya”と、一方、
PsP に引用される MMK では “ātman̄ına” と異なることは先行研究によって指摘されているが、
問題点を整理し、これまでに用いられていない資料にもとづいて考察を深めた。従来 “ātman̄ıya”

の用例として PsP に引用される MMK 第 24 章第 15 偈が知られていたが、サンスクリット写本
を精査したところ、当該偈は “ātman̄ıya”ではなく、“ātman̄ına”の用例が見られる偈頌であるこ
とを指摘した。そして、“ātman̄ına” を注釈する PsP のテキストとして、これまでは、“ātmani

hitam ātman̄ınam”が知られていたが、用例を検証し、“ātmane hitam ātman̄ınam”と修正する
ことを提案した。また、第 8偈における「〔諸〕仏の教え」のテキストが、MMK Ms.では “etat

tad buddhaśāsanam” と、一方、PsP に引用される MMK では “etad buddhānuśāsanam”と異
なる点について再考したところ、先行研究の解釈が支持されることが明らかとなった。

3.2では、PsP第 18章に引用される As.t.a について、PsP Skt、PsP Tib、As.t.a Skt、As.t.a ロ
ンドン写本（As.t.a (L)）、As.t.a デルゲ版（As.t.a (D)）を比較考察し、PsP Tibに引用される As.t.a

は、PsP Sktの翻訳ではなく、すでに完成している As.t.a の翻訳が挿入されている可能性を指摘し
た。そして、その挿入されている As.t.a は、As.t.a (L) とよく一致することが確認された。これに
よって、先行研究で指摘されている PsPに引用される As.t.a の系統分類が支持されることが明らか
となった。また、PsP Sktは、As.t.a を「中略」しながら引用するが、「中略」の後に、場面の状況
を説明する一文を挟んで引用を再開する、というテキスト編纂の一特徴が明らかとなった。

3.3では、PsP第 18章に引用される CŚについて、PsP Skt、PsP Tib、BP、PP、PPT.、CŚ、
『四百論釈』（Catuh. śatakat. ı̄kā、CŚT.）Skt、CŚT. Tibを比較考察したところ、チベット語訳に関
しては、（1）BP、PP、PPT.、（2）PsP Tib、CŚ、CŚT. Tibの系統に大別され、また、PsP Skt、
CŚT. Sktは（1）の系統とよく一致することが確認された。この系統分類によって、PsP Tibに引
用される CŚ、および CŚT. Tibに引用される CŚは、PsP Skt、および CŚT. Sktに引用される CŚ

の翻訳ではなく、すでに完成している CŚの翻訳が挿入されている可能性を指摘した。また、（1）
の系統である BP、PP、PPT.はルイゲンツェンによる翻訳であり、（2）の系統である PsP Tib、
CŚ、CŚT. Tibはニマタクによる翻訳であるが、それぞれMMKの「旧訳」と「新訳」の翻訳者に
対応する。これによって、CŚにはMMKと同じように、旧訳が存在していた可能性を指摘した。

第 3 章においては、PsP 第 18 章を第 1～5 偈までの前半部と第 6～12 偈までの後半部に分け、
それぞれを「真実への悟入」と「教説」という観点から【議論 1】【議論 2】として関連文献とともに
考察した。また、PsP第 18章におけるバーヴィヴェーカ批判については、【議論 3】として論じた。
【議論 1】の「真実への悟入」は、端的に第 5偈で説かれる。

業と煩悩が尽きることから解脱がある。業と煩悩は分別（分析的思考）にもとづく。それら
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（分別）は、戯論（概念化）にもとづく。一方、戯論は空性において滅する。（MMK第 18

章第 5偈）

PsP第 18章の文脈を同じくチャンドラキールティ作の『入中論釈』（Madhyamakāvatārabhās.ya）
とともに精査したところ、外教徒によって構想された我は、真実としても世間的にも存在せず、ま
た、そのような我に属するものとしての我所も存在せず、それらの我や我所は、非実在的な概念に
すぎないものであり、戯論に相当するということが明らかとなった。また、『入中論釈』では、有
身見は「＜私は＞と思うこと」（我執）と「＜私のもの＞と思うこと」（我所執）からなると説かれ、
また、PsPでは我執・我所執なる分別（kalpanā）と説かれていることが確認された。したがって、
分別は、我・我所という戯論を対象とする我執・我所執、すなわち有身見に相当するということが
明らかとなった。この点を考慮にいれて第 5 偈を再解釈すると、空性において（空性を見る場合
に）〔我・我所なる〕戯論は滅し、戯論が滅することから、〔我執・我所執という〕分別（＝有身見）
が起こらず、分別が起こらないことから業と煩悩が滅し解脱する、これが真実への悟入であるとい
うことが明らかとなった。
【議論 2】では、「教説」という観点から PsP第 18章後半部の文脈を精査したところ、教説は
本来言葉や認識を越えている真実や法性に悟入させるために説かれる、ということが確認された。
また、PsP第 24章に説かれる二諦について従来あまり指摘されていないテキストの問題を含めて
再考したところ、智慧の乏しい者には勝義の教説に相当する自性空だけが説かれればよいというの
ではなく、その前段階として、世間的な教説に相当する「世間的な勝義」が必要であることが明ら
かとなった。このような教説の次第という視点をもって PsP第 18章の文脈を再考したところ、最
終的に到達されるべき「いかなる我もなく無我もない」（MMK第 18章第 6偈 cd句）、あるいは
「〔すべては〕正しいのでもなく正しくないのでもない」（同 8偈 c句）だけが説かれればよいのでは
なく、教化対象に応じて「我」や「無我」という伝統的教説が（第 6偈）、あるいは〔すべては〕「正
しい」・「正しくない」・「正しいかつ正しくない」という次第（第 8偈）が必要であることが確認さ
れた。また、これらの「我」・「無我」、あるいは「正しい」・「正しくない」は戯論であり、究極的に
は越えられるべきものである。一方、上述の教説の次第は主体の知の相違とも関連するが、真実に
関しても言葉や認識を越えている「聖者にとっての真実」と「世間的な真実」とが分けて説かれて
いる。「あるもの（A）に依ってあるもの（B）が生じる」（第 10偈 ab句）で示される世間的な真実
であるが、同じそれは、聖者の知に関連して「不一・不異、不常・不断」と説かれるのである。世
人と聖者の知の相違という視点は、これまで『入中論釈』における二諦の文脈で説かれることは知
られていたが、本研究により教説や真実についても適応されるべきであることが明らかとなった。
【議論 3】においては、PsP第 18章に見られるバーヴィヴェーカ批判を再考した。当該の議論
は、チャンドラキールティが PPを引用してバーヴィヴェーカの「声聞は空性を了解しない」とい
う解釈を批判する箇所として知られているが、テキストを精査したところ、PsPに引用される PP

と PPオリジナルとの間にはテキストに違いが見られ、さらに、当該の PsP Sktと PsP Tibにお
いても違いが見られることが明らかとなった。
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第 4章結論では、第 2章、第 3章で明らかになった点をまとめ、最後に PsP第 18章全体の構
成および主題を考察した。【議論 1】で見たように、PsP第 18章前半部では、煩悩の根元としての
戯論とその戯論が滅する次第が説かれており、また、【議論 2】で見たように、後半部では、教説は
戯論を離れた真実への悟入のために説かれていることが確認された。これによって、PsP第 18章
「我の考察」は、戯論を主題とすることが明らかとなった。

第 II部は、『プラサンナパダー』第 18章の校訂テキストおよび訳注研究である。第 1章は、今
日参照可能な 17本あまりの写本のうち、先行研究で重要視されている 6写本を用いた『プラサン
ナパダー』第 18章サンスクリット校訂テキストである。第 2章は、チベット語訳の五大版本（デ
ルゲ、チョネ、北京、ナルタン、金写）を用いた『プラサンナパダー』第 18章チベット語訳校訂テ
キストである。第 3章は『プラサンナパダー』第 18章訳注研究である。
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